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Cisco Jabber の設定
この一連の手順を実行して、Unified CM上ですべての Cisco Jabber機能を設定し、デバイス上で
Cisco Jabberを設定する方法をユーザに説明します。

次の手順を順序どおりに実行してください。

1 基本テレフォニー機能を設定したテストデバイスを追加します。

「ユーザデバイスの追加」を参照してください。

2 テストデバイス上で追加機能を設定します。これらの機能はオプションです。

「機能の設定」を参照してください。

3 テストデバイス上ですべての機能が動作することを確認したら、個別のユーザとデバイスを一

括で設定します。

「一括設定」を参照してください。

4 ユーザに Cisco Jabberクライアントの設定方法を説明します。

「ユーザへの指示」を参照してください。
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ユーザデバイスの追加

はじめる前に

•どのデバイスにも適用できる標準的な手順に従って、このデバイスに割り当てる拡張機能と
してボイスメールをセットアップしてテストします。エンタープライズ VoIPまたはモバイ
ルコールを使用してボイスメールシステムに接続できるように、ボイスメール番号は必ず

通常の電話番号としてセットアップします。

• Cisco Jabber for Androidデバイスに割り当てる予定のデバイスプールに、G.711コーデックの
サポートを含む領域が関連付けられていることを確認します。

•各ユーザについて、使用状況およびエラーのトラッキングを無効にするか、それとも有効に
するかを決定します。詳細については、使用状況とエラーのトラッキングを参照してくださ

い。

手順

ステップ 1 [Unified CMの管理（Unified CM Administration）]ポータルにサインインします。

ステップ 2 新規の Cisco Dual Mode for Android電話デバイスを次のように追加します。
a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストで、[Cisco Dual Mode for Android]を選択
します。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）]に設定値を入力します。
これらの値には、Cisco Jabber for Androidだけを対象とするわけではない制約および要
件が適用される可能性があります。デバイス設定ページのオプションに関する詳細情

報が必要な場合は、Unified CMのオンラインヘルプを参照してください。

（注）

a) デバイス名を入力します。
次のようにデバイス名を指定します。

• BOTで始まらなければなりません

•すべて大文字でなければなりません

•最大 15文字まで使用できます

•使用できる文字は、A～ Z、0～ 9、ダッシュ（-）、または下線（_）のみです

シスコは、覚えやすいようにデバイス名にユーザ名を含めることをお勧めします。

例：

ユーザ jsmithの場合にお勧めするデバイス名は BOTJSMITHです。
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b) [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]には、[Standard Dual Mode for Android]を
選択します。

c) ユーザがコールを保留にした場合に相手側に保留音が聞こえるように保留音をセットアップし
ます。この手順により、相手側を混乱させずにすみます。

•メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）

•ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）

•ネットワーク保留MOH音源（Network Hold MOH Audio Source）

これらの設定は、このデバイスだけに限った設定ではありません。詳細については、Unified
CM documentationを参照してください。

d) ユーザがデスクフォンを所有している場合は [プライマリ電話回線（PrimaryPhone）]にデスク
フォンを選択します。

ステップ 4 [プロトコル固有の情報（Protocol Specific Information）]に設定値を入力します。
a) [デバイスセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]ドロップダウンリストで、

[Cisco Dual Mode for Android -標準 SIP非セキュアプロファイル（Cisco Dual Mode for Android
- Standard SIP Non-Secure Profile）]を選択します。

このプロファイルでは SIPダイジェスト認証は無効になっていま
す。

（注）

b) [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストで適切な SIPプロファイルを選択しま
す。

Create dedicated SIP profileを参照してください。

このマニュアルでは、[プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]セクションのうち、
Cisco Jabber forAndroidに固有の値についてのみ説明します。場合によっては、デバイスが正しく
動作するために、Cisco Jabber for Androidに固有というわけではない、他のプロトコル固有値を入
力する必要があります。

ステップ 5 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションに設定値を入力しま
す。

a) [Cisco Usage and Error Tracking]ドロップダウンリストで適切なレベルの使用状況トラッキング
を選択します。

使用状況とエラーのトラッキングを参照してください。

b) [アプリケーションダイヤルルールURL（Application Dial Rules URL）]フィールドは次のよう
にします。

• Unified CM Release 8.6以降の場合、このフィールドはブランクのままにします。

Unified CM 8.6以降の場合、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルルール
（Dial Rules）] > [アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）]の順に選
択してアプリケーションダイヤルルールを設定します。アプリケーションダイヤルルー

ルのセットアップについては、ご使用のリリースの『CiscoUnifiedCommunicationsManager
AdministrationGuide』（UnifiedCMメンテナンスガイド一覧から入手可能）で関連する章
を参照してください。
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• Unified CM Release 8.5以前のリリースを使用している場合、Cisco Jabber for Androidデバ
イスでアプリケーションダイヤルルールを適用するためには、それらのダイヤルルール

ファイルへのパスをファイル名を含めて指定する必要があります。

次のフォーマットを使用します：tftp://TFTPサーバの IPアドレス/XMLファイルのパス
名/XMLファイル名

c) ディレクトリサーバで認証が必要な場合は、LDAPのユーザ名およびパスワードを入力しま
す。そうでない場合、これらのフィールドはブランクのままにします。

全ユーザに対して単一の読み取り専用アカウントのLDAP資格情報をセットアップすることが
できます。これらの資格情報は、TFTPファイルのプレーンテキストでクライアントに送信さ
れます。そのため、LDAPディレクトリの管理者には、他の権限を一切持たないディレクトリ
クエリアカウントを生成することを強く推奨します。そのアカウントは、資格情報が確実に

セミパブリック（ローカルネットワーク上のすべてのユーザが使用可能）になるような低い値

で作成してください。

d) [緊急時電話番号（EmergencyNumbers）]フィールドに、指定の緊急時電話番号を入力します。
このユーザに変わって必ず直接ダイヤルされる追加の緊急時電話番号をコンマ区切りのリスト

にして入力できます。これらの番号に、数値以外を含めてはいけません。スペース、ダッ

シュ、およびその他の文字も許可されません。

デバイスに対して定義した緊急時電話番号は、モバイルネットワークを使用して（エンタープ

ライズ VoIPを使用してダイヤルするのではなく）必ず直接ダイヤルされます。これにより、
救急サービスの隊員に発信者の場所を自動的に送信できます（そのようなサービスが利用可能

な場合）。直接ダイヤルされる番号は、次のような状況で便利です。

•モバイルネットワークプロバイダーがある国以外の国にユーザがよく行く

•緊急時電話番号が各ユーザの場所によって異なる

•会社に専用のセキュリティ番号がある

e) [システム（System）] > [サーバ（Server）]の Unified CM Administrationの設定値が、ドメイン
名を含まないホスト名である場合は、[ドメイン名（Domain Name）]フィールドにドメインを
入力します。

例：
cisco.com

f) [設定済みのWi-Fiネットワーク（Preset Wi-Fi Networks）]フィールドに、最大 3つの SSIDを
スラッシュ（/）で区切ったリストを入力します。
ここにリストした SSIDまたはクライアントでユーザが選択した SSIDにモバイルデバイスが
接続した後にのみ、Cisco Jabber for AndroidはUnified CMへの接続を試みます。これらの SSID
に接続した場合に Cisco Jabber for Androidは Unified CMに到達できなければなりません。通
常、これらは社内のWi-Fi SSIDです。 SSIDは最大 32文字で、大文字小文字の区別がありま
す。
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ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

ステップ 8 [[回線 number] -新規 DNを追加（[Line number] - Add a new DN）]を選択します。

ステップ 9 このデバイスの電話番号（DN）を入力します。
この DNは新しいものにすることができます。これと同じ DNを持つデスクフォンは不要です。

ステップ 10 （オプション）デバイスの発信者 ID設定を入力します。
a) [電話番号情報（Directory Number Information）]セクションの [ルートパーティション（Route

Partition）]ドロップダウンリストで、電話番号が属するルートパーティションを選択します。
b) （オプション）[説明（Description）]フィールドに、電話番号とルートパーティションの説明
を入力します。

c) [呼び出し表示（Alerting Name）]フィールドに、発信者 IDに対して表示する名前または電話
番号を入力します。

d) [ASCII呼び出し表示（ASCIIAlertingName）]フィールドに、[呼び出し表示（AlertingName）]
フィールドと同じ情報を入力します。ただし、入力は ASCII文字に限られます。

e) [デバイス device nameの回線 number（Line number on Device device name）]の [表示（発信者
ID）（Display (Caller ID)）]フィールドに、発信者 IDに対して表示する名前または電話番号を
入力します。

f) [ASCII表示（発信者 ID）（ASCIIDisplay (Caller ID)）]フィールドに [表示（発信者 ID）（Display
(Caller ID)）]フィールドと同じ情報を入力します。ただし、入力はASCII文字に限られます。

g) 必要に応じて [外線電話番号マスク（External Phone Number Mask）]フィールドに、この回線
からコールを発信するときに発信者 ID情報の送信に使用する電話番号（またはマスク）を入
力します。

h) コール転送時に発信者名を表示するには、[デバイス device nameにおける、転送呼の情報表示
（Forwarded Call Information Display on Device device name）]で、[発信者名（Caller Name）]
チェックボックスをオンにします。

i) コール転送時に最初にダイヤルされた番号を表示するには、[ダイヤル番号（DialedNumber）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 このデバイスがスタンドアロンデバイス（デスクフォンとDNを共有しない）の場合は、[コール
転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Setting）]領域で次を設定して、
Cisco Jabber for Androidが非実行中でネットワークに接続していないときにはコールを転送するよ
うにします。こうすると、発信者がエラーメッセージを受け取らずにすみます。

a) 未登録内線の不在転送（Forward Unregistered Internal）
b) 未登録外線の不在転送（Forward Unregistered External）

これらの設定の詳細については、Unified CMのオンラインヘルプで [不在転送（Forward All）]な
どの設定を参照してください。

ステップ 12 [無応答時の呼び出し時間（No Answer Ring Duration）]を 24秒に設定して、コールをボイスメー
ルに転送する前に Cisco Jabber for Androidが呼び出し音を鳴らす時間を持てるようにします。
Unified CMのオンラインヘルプで、一般的な制限について参照してください。
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ステップ 13 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 14 ユーザの [エンドユーザ（End User）]ページに移動します。

ステップ 15 このユーザ用に作成した Cisco Dual Mode for Androidデバイスを関連付けます。
デバイスを関連付けた後、[制御するデバイス（Controlled Devices）]ボックスの [デバイス情報
（Device Information）]セクションまたは [デバイスの割り当て（Device Associations）]セクショ
ンのいずれかに表示されます（Unified CMのリリースによって異なる）。

ステップ 16 このユーザがデスクフォンを所有している場合は、そのデスクフォンをプライマリユーザデバイ

スとして選択します。

ステップ 17 関連するデスクフォンなしで動作するスタンドアロンデバイスの場合は、システム内のすべての

デバイスで標準となっている他の情報の入力が必要になることがあります。

ステップ 18 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

次のようにして、設定が動作することを確認します。

•モバイルデバイスが企業ネットワークに接続されていることを確認します。デバイスのブ
ラウザを使用して社内イントラネット上のWebページにアクセスできることを確認します。

• Cisco Jabber for Androidを起動して、セットアップウィザードを完了します。TFTPサーバの
IPアドレス（通常は、Unified CMサーバの IPアドレス）と先程追加したデバイスのデバイ
ス名（BOTXXXX）を入力します。セットアップウィザードの実行方法については、エンド
ユーザ向けの FAQを参照してください。

•デバイスが登録されたことを示す通知が出されるまで待ちます。UnifiedCMにデバイスが接
続すると、ステータスバーの Cisco Jabberのアイコンが黒になります。

•コールの発信、保留、転送など、Cisco Jabber forAndroidの基本的なテレフォニー機能をテス
トします。

ユーザデバイスへの変更
[Unified CMの管理（Unified CM Administration）]ページの設定（LDAP、コール制御、ダイヤル
プランなど）を変更すると、[保存（Save）]をクリックして [設定の適用（Apply Config）]をク
リックした後、Cisco Jabber forAndroidはそれらを登録します。このアプリケーションの再登録は
30秒後に行われます。アプリケーションが登録するときにユーザがコール中である場合、その
コールはドロップされ、アプリケーションは自動的に再起動します。変更を適用するときにデバ

イスが対応範囲外にある場合、アプリケーションは後でUnified CMに登録するときにアプリケー
ションを更新します。

Unified CMからデバイスを削除すると、Cisco Jabber for Androidはアクティブなすべてのコールを
ドロップし、登録を数回試行した後、ユーザは接続できないことを知らせるエラーメッセージを

受け取ります。クライアントの情報は、デバイスから消去されません。すべてのクライアント情
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報を削除するには（たとえば、従業員が退職する場合など）、Microsoft ActiveSyncなどの適切な
デバイス管理ソリューションを使用してください。

デバイスを削除するには、該当するリリースの『CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration
Guide』にあるトピック「DeletingaPhone」を参照してください。これは、メンテナンスガイド一
覧から入手できます。

一括設定
このマニュアルに記載された情報を使用して、テストユーザおよびデバイスを個別に設定し、そ

れを基礎にユーザとデバイスを設定するための一括管理テンプレートを作成してください。

一括処理の準備ができたら、ご使用のUnifiedCMリリースに対応する『BulkAdministrationGuide』
の指示に従ってください。これは、メンテナンスガイド一覧から入手できます。

デバイス構成ページの [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セク
ションにある設定は、エクスポートされたスプレッドシートで個別の列としては扱われませ

ん。これらすべての設定、およびそこに含まれた情報は、デバイスごとに 1つのセルの XML
コードとして出力されます。このセルにあるユーザ固有の情報を編集する場合は、慎重に行っ

てください。

（注）

ユーザへの指示
Unified CMで、デバイスのセットアップが完了したら、ユーザに次の情報を提供してください。

•企業Wi-Fiネットワークにモバイルデバイスを接続するための操作手順。この手順は、Cisco
Jabber for Androidとは関係ありません。

• Cisco Jabber for Androidを設定するための手順を含むユーザ用の資料。FAQから入手できま
す。

ユーザが最初に Cisco Jabber for Androidを設定するときに社内ネットワークの
外にいるときは、社内ネットワークへの VPN接続を使用する必要がありま
す。ユーザは Cisco Jabber for Androidを使用する前に、この VPN接続を設定
する必要があります。

重要

• Google Play（以前はGoogle AndroidMarketと呼ばれていました）からCisco Jabber for Android
をダウンロードおよびインストールするための手順。

•たとえば BOTJSMITHなど、ユーザの Cisco Dual Mode for Androidデバイスのデバイス名。

• TFTPサーバの IPアドレス。

Cisco Jabber for Android Release 9.x アドミニストレーションガイド
7

管理

一括設定

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps11678/products_user_guide_list.html


•（該当する場合）ユーザが SIPダイジェスト認証に必要な資格情報。 [SIPダイジェスト認証
（SIP Digest Authentication）]を有効にし、Unified CMに手動で認証するようにユーザを設定
している場合、これらの資格情報を提供する必要があります。

•（該当する場合）Visual Voicemailにアクセスするためにユーザが必要な資格情報。

•（該当する場合）社内ディレクトリにアクセスするためにユーザが必要な資格情報。推奨さ
れるユーザ名の形式は、userid@company.comまたは DNの完全な形式
cn=userid,ou=organization,dc=company,dc=comのいずれかです。

•（該当する場合）ユーザが VPNを使用して社内ネットワークにリモート側からアクセスす
るために必要な情報。CiscoAnyConnect SecureMobility ClientなどのVPNクライアントをユー
ザがダウンロード、インストール、およびセットアップするのに役立つ手順を提供します。

Cisco AnyConnect Secure Mobility Clientを使用するようにシステムをセットアップしている場
合、ユーザは、ユーザガイド一覧の最新の『Android User Guide for Cisco AnyConnect Secure
Mobility Client』から、Androidデバイスでクライアントアプリケーションをインストールお
よび使用する方法についての情報を入手できます。

ユーザはCiscoAnyConnect SecureMobility Clientアプリケーションを次のいずれかの方法で入
手できます。

◦手動での方法：ユーザに、Google Playから無料でCiscoAnyConnect SecureMobility Client
および Cisco Jabber for Androidアプリケーションを手動でダウンロードするように依頼
します。

これらの 2つのアプリケーションへのリンクを内部Webポータルにホストし
て、ユーザがそれらを見つけやすくなるようにします。

ヒント

◦自動化された方法：MobileDeviceManager（MDM）ソフトウェアを使用してアプリケー
ションをデバイスにプッシュし、デバイスが登録後に2つのアプリケーションを自動的
に受信するようにします。MDMの使用方法についての詳細は、関連するサードパー
ティの資料を参照してください。

•ユーザが問題レポート（トラブルシューティングログ）を送信する際の宛先となる電子メー
ルアドレス。

ポートとプロトコルのリスト
次の表に、Cisco Jabberにあるポートとプロトコルを示します。各エントリの持続期間は「エフェ
メラル」です。
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http://www.cisco.com/en/US/products/ps10884/products_user_guide_list.html


表 1：Cisco Jabber のポートとプロトコル

備考ポートネット

ワーク

プロトコ

ル

プロトコル機能

Unified CMの登録の SIPポート5060TCPTCPUnified CMの登録

該当なし69UDPTFTPインターネット通

話

該当なし2748TCPQBEデスクフォンの統

合

この範囲は、デバイス設定ファイル内

で Unified CMによって指定されます。
これらはデフォルトの値であり、任意

の有効なポートを指定できます。

16384～
32766

UDPRTPメディア

LDAP（オプションで TLSを使用）389TCPLDAPディレクトリ

該当なし143TCPVMRESTUnity Connectionボ
イスメール

IMAP（SSL/TLSを使用）7993TCPVMRESTUnity Connectionボ
イスメール

Cisco Jabber for Android Release 9.x アドミニストレーションガイド
9

管理

ポートとプロトコルのリスト



   Cisco Jabber for Android Release 9.x アドミニストレーションガイド
10

管理

ポートとプロトコルのリスト


	管理
	Cisco Jabber の設定
	ユーザ デバイスの追加
	ユーザ デバイスへの変更
	一括設定
	ユーザへの指示
	ポートとプロトコルのリスト


